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(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第２四半期の業績（平成24年４月１日～平成24年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第２四半期 2,640 3.9 128 △44.6 147 △40.6 113 △50.2
24年３月期第２四半期 2,542 11.1 231 351.5 248 259.8 227 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

25年３月期第２四半期 14.05 ―
24年３月期第２四半期 28.19 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第２四半期 5,116 3,869 75.6

24年３月期 5,160 3,840 74.4

(参考) 自己資本 25年３月期第２四半期 3,869百万円 24年３月期 3,840百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年３月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

25年３月期 ― 0.00

25年３月期(予想) ― 8.00 8.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

(注) 24年３月期期末配当金の内訳 記念配当 5円00銭

                     普通配当   5円00銭

３．平成25年３月期の業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,490 10.0 371 30.7 415 26.1 358 △7.0 44.48

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



  

   

   

 
（注）「四半期財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第５条の４に該当するものであります。詳細は、

添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」をご覧ください。 
  

   

   

   

 

 
  

 

 
  

  

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 有

 ④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期２Ｑ 8,937,840株 24年３月期 8,937,840株

② 期末自己株式数 25年３月期２Ｑ 884,489株 24年３月期 884,489株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期２Ｑ 8,053,351株 24年３月期２Ｑ 8,053,951株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性
的情報」をご覧ください。
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興に向けた公共投資の本格的な

実施を背景として緩やかな回復傾向にあるものの、欧州を中心とした金融不安や中国を始めとする海外

景気減速の影響、さらには円高の長期化によって、依然として不透明な状況で推移しております。 

 当業界におきましても、公教育の脱ゆとり化の進行を受けて保護者の教育熱に高まりは見られている

ものの、慢性的な少子化とそれに伴う入試競争の緩和から、受験指導の需要が頭打ちとなり、幅広い年

齢層に訴求した事業展開が加速されております。 

 このような情勢の中で当社は、９月16日に創立30周年記念式典を開催し、従来のコア事業の軌跡と近

年の新規分野の展望について認識を共有し、「総合教育企業」としてのより明確な方向性を掲げて従業

員一同の結束を図りました。この第２四半期累計期間の業績におきましては、厳しい環境の中、前年同

期に比べて上昇傾向を維持しております。 

 予備校部門では、４月からの継続生及び新規生に加え、２学期からの途中入学者数も安定した水準を

確保しております。 

 個別指導直営部門におきましては、前事業年度に開校した教室の新規入学が寄与し、第２四半期会計

期間末で前年同期以上の入学者を集めております。また、個別指導ＦＣ部門では、この第２四半期累計

期間に９教室を新たに開校し、累計生徒数では前年同期比で1,000人近い増加を実現させております。 

 映像授業部門におきましては、前事業年度末に開校した新潟県長岡校の集客が順調に推移し、開校１

年目ながら既存校舎並みの受講者数を記録するなど、全体として高い伸び率を維持しております。 

 乳幼児部門では、くぼたのうけん目黒教室が、９月の開校と同時に評判を呼び、想定以上の受講者を

集めるとともに、既存の自由が丘、横浜では後発の幼児クラスが順調な伸びを見せております。また開

園して２年目を迎えた東京都認証保育所「城南ルミナ保育園立川」では、第２四半期会計期間末の時点

で前事業年度末の園児数を超え、売上高も堅調に推移しております。        

 デジタル教育部門では、小中学生対象のｅラーニング「城南マナビックス」、乳幼児教育の「くぼた

のうけんＷＥＢスクール」とも安定した受講者数を維持しております。 

一方、利益面におきましては、５月の西日本支社の開設に加え、積極的なＦＣ展開や個別直営教室、

映像授業校舎及び乳幼児教室の新規開校等に伴う開校費用や人件費が発生しており、前年同四半期に比

べて減少しております。 

この結果、当第２四半期累計期間における売上高は2,640百万円（前年同四半期比3.9％増）となり、

営業利益が128百万円（同44.6％減）、経常利益が147百万円（同40.6％減）、四半期純利益は113百万

円（同50.2％減）となりました。 

  

総資産及び純資産につきましては、それぞれ5,116百万円、3,869百万円となり、自己資本比率は、

75.6％となりました。 

流動資産につきましては、売掛金が59百万円増加したことなどに対し、有価証券が76百万円減少した

ことなどにより、前事業年度末比で７百万円増加し、1,669百万円となりました。 

固定資産につきましては、有形固定資産の減価償却費の計上等により27百万円、投資その他の資産

は、１年以内償還予定の投資有価証券の有価証券への振替などにより30百万円減少したことなどによ

り、前事業年度末比で51百万円減少し、3,447百万円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

（２）財政状態に関する定性的情報
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流動負債につきましては、未払金が151百万円減少したことなどにより、前事業年度末比で84百万円

減少し、743百万円となりました。 

固定負債につきましては、退職給付引当金が10百万円増加したことなどにより、前事業年度末比で10

百万円増加し、502百万円となりました。 

純資産につきましては、利益剰余金が32百万円増加したことなどにより、前事業年度末比で29百万円

増加し、3,869百万円となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、889百万円となり

ました。当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、49百万円の収入となりまし

た。これは主に、税引前四半期純利益を146百万円、減価償却費を71百万円計上したことなどに対し、

売上債権の増加が59百万円、未払金の減少が127百万円あったことなどによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、269百万円の支出となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出が45百万円、定期預金の預入れによる支出が220百万

円あったことなどによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、81百万円の支出となりまし

た。これは、配当金の支払額が80百万円あったことなどによるものであります。 

  

業績予想につきましては、本資料発表日現在において、平成24年５月15日に発表いたしました数値か

ら変更はありません。 

（３）業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。  

  

（減価償却方法の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。なお、当該変更に

よる当第２四半期累計期間の影響額は軽微であります。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,104,072 1,102,072

売掛金 78,546 137,685

有価証券 181,861 105,425

商品 30,793 33,872

繰延税金資産 82,431 81,933

その他 184,695 209,366

貸倒引当金 △406 △851

流動資産合計 1,661,994 1,669,504

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 819,404 795,320

土地 834,674 834,674

その他（純額） 67,201 64,070

有形固定資産合計 1,721,279 1,694,064

無形固定資産 72,689 95,408

投資その他の資産   

投資有価証券 131,153 100,259

関係会社株式 31,950 31,950

敷金及び保証金 857,020 856,594

投資不動産（純額） 485,634 483,993

その他 218,262 204,010

貸倒引当金 △19,265 △19,265

投資その他の資産合計 1,704,756 1,657,543

固定資産合計 3,498,726 3,447,016

資産合計 5,160,720 5,116,521

負債の部   

流動負債   

買掛金 17,406 34,661

未払法人税等 30,351 40,506

前受金 270,593 313,727

賞与引当金 18,564 20,129

資産除去債務 － 961

その他 491,010 333,668

流動負債合計 827,926 743,655

固定負債   

繰延税金負債 13,585 11,227

退職給付引当金 168,468 178,773

資産除去債務 279,995 282,956

その他 30,000 30,000

固定負債合計 492,049 502,957

負債合計 1,319,976 1,246,613
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 655,734 655,734

資本剰余金 652,395 652,395

利益剰余金 3,742,769 3,775,423

自己株式 △309,378 △309,378

株主資本合計 4,741,520 4,774,175

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,717 △1,773

土地再評価差額金 △902,493 △902,493

評価・換算差額等合計 △900,775 △904,267

純資産合計 3,840,744 3,869,907

負債純資産合計 5,160,720 5,116,521
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 2,542,349 2,640,794

売上原価 1,790,610 1,884,536

売上総利益 751,738 756,257

販売費及び一般管理費 520,626 628,205

営業利益 231,112 128,052

営業外収益   

受取利息 1,137 1,223

受取配当金 2,929 3,165

受取賃貸料 19,800 20,000

その他 4,855 4,520

営業外収益合計 28,722 28,909

営業外費用   

支払利息 38 15

不動産賃貸原価 9,210 7,991

その他 2,479 1,664

営業外費用合計 11,728 9,671

経常利益 248,106 147,290

特別利益   

補助金収入 26,694 －

特別利益合計 26,694 －

特別損失   

減損損失 － 1,282

保険解約損 897 －

固定資産圧縮損 26,694 －

特別損失合計 27,591 1,282

税引前四半期純利益 247,208 146,007

法人税、住民税及び事業税 19,780 33,575

法人税等調整額 365 △756

法人税等合計 20,145 32,819

四半期純利益 227,063 113,187
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 247,208 146,007

減価償却費 64,717 71,330

減損損失 － 1,282

貸倒引当金の増減額（△は減少） 413 444

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,012 1,564

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,457 10,305

受取利息及び受取配当金 △4,067 △4,389

支払利息 38 15

為替差損益（△は益） 2,284 1,664

補助金収入 △26,694 －

固定資産圧縮損 26,694 －

保険解約損益（△は益） 897 －

売上債権の増減額（△は増加） △82,772 △59,139

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,511 1,728

仕入債務の増減額（△は減少） 18,478 17,255

未払金の増減額（△は減少） △92,481 △127,550

前受金の増減額（△は減少） 28,336 43,134

その他 51,664 △34,973

小計 252,698 68,680

利息及び配当金の受取額 3,780 3,946

利息の支払額 △38 △15

災害損失の支払額 △4,900 －

法人税等の支払額 △8,048 △22,760

営業活動によるキャッシュ・フロー 243,493 49,851

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △220,457

定期預金の払戻による収入 － 20,381

有形固定資産の取得による支出 △49,649 △45,175

無形固定資産の取得による支出 △853 △34,674

投資有価証券の取得による支出 △41,000 △205

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,442 2,503

貸付けによる支出 △150 －

貸付金の回収による収入 1,251 1,173

敷金及び保証金の差入による支出 △6,409 △10,641

敷金及び保証金の回収による収入 100,300 9,022

補助金の受取額 26,694 －

資産除去債務の履行による支出 △57,774 －

保険積立金の解約による収入 37,845 －

その他 15,836 8,921

投資活動によるキャッシュ・フロー 29,534 △269,151
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △1,298 △1,015

配当金の支払額 － △80,533

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,298 △81,548

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,284 △470

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 269,444 △301,319

現金及び現金同等物の期首残高 579,498 1,190,643

現金及び現金同等物の四半期末残高 848,943 889,324
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該当事項はありません。 

  

当社は、教育関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

販売実績を部門別に示すと次のとおりであります。 

(単位：千円）

 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

   販売の状況

部門別
前第２四半期累計期間 
（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年９月30日）

予備校部門（現役高校生） 1,197,028 1,267,662

予備校部門（高校卒業生） 327,991 261,652

個別指導部門（直営） 787,458 806,124

個別指導部門（ＦＣ） 63,299 80,647

映像授業部門 72,572 125,179

デジタル教材・乳幼児教育部門 71,548 85,715

その他 22,451 13,812

合計 2,542,349 2,640,794
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